
令和４年度第１回「健康食品」による健康被害事例専門委員会からの報告 

 

１ 開催日時等 

令和４年６月２２日（水曜日）午後２時から４時１０分まで（オンライン開催） 

事務局設置場所：健康安全研究センター本館６階会議室 

 

２ 議事及び報告事項 

 

（１）議事：事例の検討について 

令和３年１２月１日から令和４年５月３１日までの間に都医師会、都薬剤師会を通じて収集し

た２２事例について検討を行った。 

検討の結果、緊急調査等が必要な事例はなかった。また、個別の事例に関して、都医師会、都

薬剤師会に対して情報提供の協力の依頼を要するものはなかった。 

なお、６事例（嘔気、下痢、皮膚症状、消化器症状、腹痛、食欲不振）は、摂取状況・転帰等

が不明であるために因果関係が不明であること、１６事例（女性化乳房、皮膚症状、膝が腫れる、

血液検査値の異常、呼吸苦、消化器症状、お腹が張る、便秘、下痢、腹痛、軟便、肝機能障害）

は、よく知られた非重篤な事例であり、患者の体質等製品以外の影響も考えられることから、蓄

積していくという結論になった。 

また、①既往症のある人、薬を飲んでいる人は、体調不良の原因が健康食品によるものか、持病

や服用薬によるものか分からないため、健康食品を摂取する際は十分気を付けること、②健康食品

を摂取して体調不良となった場合は、すぐに摂取を中止すること、特に、皮膚症状や消化器症状は

自覚しやすいので、そういった症状が出たら中止すること、③摂取した健康食品や体調の変化につ

いて記録を付けることが大切であること、との意見があがった。 

あわせて、高齢者に対する家族の関わりの重要性を示す事例及び薬剤師の関与が有効であった事

例について情報提供すべきとの意見があがった。 

 

（２）報告：東京都医師会及び東京都薬剤師会への協力依頼について 

（令和３年度第２回「健康食品」による健康被害事例専門委員会終了後の資料送付） 

令和３年度第２回当専門委員会での検討結果、情報提供することとした６事例（肝機能障害、皮

膚症状、嘔気）について、都医師会、都薬剤師会に対して協力を依頼したことを報告した旨、事務

局から報告された。 

 

（３）報告：収集事例の集計結果について 

平成１８月７月１日から令和４年５月３１日までに収集した事例の集計結果について、下表（抜

粋）のとおり、事務局から報告された。 

 

 

資料３ 



健康食品との関連が疑われる健康被害事例の集計結果（抜粋） 

 

ア 情報共有シート提供元の内訳 

提供元 報告数（件） 患者数（人） 

医師会 255 182 

薬剤師会 184 172 

東京都消費生活総合消費者センター※ 3 3 

合計 442 357 

※東京都消費生活総合センターについては、分析・評価の依頼のあった事例について、平成 30

年 7 月 17 日から「健康食品」による健康被害事例専門委員会の分析・評価の対象としている。 

 

イ 利用目的の年代別分布（複数報告あり） 

 

 
 

・ダイエット・美容は 20～40 代、栄養補給は 50 代から 80 代、腰痛・関節痛は 50 代から 80

代、健康維持・健康増進は 60 代から 70 代が多い。 

・年齢別では、50 代から 70 代の利用が多い。 

 

 



ウ 性別割合 

性別 患者数(人) 構成比 

女性 263 73.7% 

男性 89 24.9% 

記載なし 5 1.4% 

  ・女性は男性の約３倍であった。 

 

 

エ 医師の診察の有無 

医師の診察の 

有無 

患者数（人） 構成比 

あり 242 67.8% 

なし 70 19.6% 

不明・記載なし 45 12.6% 

合計 357 100.0% 

  ・医師の診察がない（又は不明）患者が約３割であった。 

 

オ 基礎疾患の有無 

基礎疾患の有無 患者数（人） 構成比 

有り 219 61.3% 

無し 96 26.9% 

不明・記載なし 42 11.8% 

合計 357 100.0% 

  ・基礎疾患のある人の事例は約６割であった。 

 

カ 基礎疾患に対する治療薬の有無 

基礎疾患に対する

治療薬の有無 

患者数

（人） 
構成比 

有り 166 75.8% 

無し 14 6.4% 

記載なし 39 17.8% 

合計 219 100.0% 

  （母数：基礎疾患のある 219 人） 

  ・基礎疾患のある人の約 7 割 5 分が、治療薬と健康食品とを併用していた。 

   

 

 

 



キ 症状・異常所見等（複数報告あり） 

症状・異常所見等 報告数（件） 

皮膚症状（発疹・発赤・搔痒） 121 

胃痛・胃部不快感・吐気 66 

肝機能障害、肝機能検査値異常 44 

血液検査異常(肝機能以外） 40 

下痢・軟便 31 

便秘 10 

めまい・ふらつき 6 

倦怠感 6 

出血、出血傾向 6 

頭痛 6 

下腹部痛、子宮出血 2 

その他 52 

合計 390 

（母数：357 人） 

・症状は「皮膚症状」が最も多く、次いで「胃痛・胃部不快感・吐気」「肝機能障害・肝機能検査

値異常」であった。 

・なお、症状・異常所見と製品との因果関係については、疑わしいものとして情報提供を受けた

ものであるが、確定された事例はなかった。 
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